
≪碑文谷八幡宮秋季例大祭令和五年九月十六日・十七日≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 年ぶりに碑文谷八幡宮で秋季例大祭が行われました。 

16 日土曜日のお昼過ぎの様子ですが、まだそれほど多くの人出はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈各町会の神酒所の様子〉 

奉納版などは 1 週間ほど前から… 

開催が近くなると神酒所の設営や 

御輿を組んだり、各町会の祭礼委員会は 

大忙しです。 

鷹番小学校の先生方もたくさん参加して 

下さいました。 

 

〈子供みこし・山車の様子〉 

集まった子どもたちは各町会の 

半纏（はんてん）を着込み、 

みこしや山車の出発です。 

初めての子も多くいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各町会では担当者がついて、子どもの 

安全・交通整理など気を遣うことが 

たくさんありますが、そのお陰様で 

子どもたちはそれぞれ笑顔で楽しく 

過ごすことが出来ました。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大人御輿もたくさんの方が担いで 

くださいました。 

駅前では声援を送る多くの方々が 

いらっしゃいました。 

町会婦人部のみなさんも大活躍 

表立つことはありませんが、 

なくてはならない存在感でした。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 日（日） 

碑文谷八幡宮祭礼連合渡御の様子 

 

神楽殿の前に碑文谷・鷹番 1･2 丁目・ 

中央町 1 丁目・三谷北の各町会が 

集まる様子は雄大・荘厳です。 

2 日間の例大祭でしたが、準備や 

後片付けなどを考えるとみなさんの 

たいへんな努力があった事は容易に 

想像が出来ます。 

4 年ぶりに行えて、子どもも大人も 

大いに楽しめたお祭りが出来ました事 

つくづくありがたく思いました。 

翌日 18 日（祝）午前中には、どちらの 

町会の神酒所も八幡様の出店もほとんど 

片づけられていました。 

空の様子はすっかり秋模様になっていましたがまだ気温は高いままです。 

これから少しずつ秋になっていくと思われますが、また来年も笑顔で例大祭を行えますように 

今から楽しみにしています。みなさまお疲れさまでした。 


